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@泥 炭地に短い支持杭を施工した建物が地盤、支持杭沈下の結果、非常に危

険な状態が拡大し続けている実例証拠写真を、当会ネット証拠に掲載しまし

た"この建物は実態が失せた建設会社所有で、金融事業者が借金回収目的で

危険な状態を承知で賃貸借させて金員回収させ続けている建物です

1、先日予告して置きました 「札幌市東区中沼町50-38、 今は会社の実

態が無い有限会社丸福吉田工務店 (北丘珠に登記のみ有ります)所 有建物"

支持杭が 16メ ートル以上必要なのに、8メ ートル程度しか打つていない事

で、毎年 1,5セ ンチ程度ずつ不同沈下し続けて居る建物の証明写真を、こ

の度当会証拠シリーズ、今年 月  日分、証拠ナンバー  ～

の文書と合わせて掲載しました"」|

に こ

2、この証拠写真を見れば分かりますが"地盤は支持杭より早く沈下し続け

て、ベース、内部土間下は空洞となっていて、メジャーが場所によっては5



メートル以上入つてしまいます"し 、窓、サイディングも歪んでしまってい

る事もはっきり見えています「効かない支持杭施工が生み出す結果はこうな

るのです、先般来伝えている、追求している札幌でも一流住宅メーカも普通

に行われている、支持層まで届いていない新築施工はこの実例と同種の被害

を生む危険が強いのです」国交省、建築主事は故意に効いていない支持杭施

工を追認し続けていますが、責任は取らないままで走るのですよね。

3、余談ですが、この不同沈下し続けて居る建物は、会社としてとつくに存

在していない会社が負った金融/AA庫、小樽信金への借金返済を果たす為、残

つた役員が自動車修理工場に貸しています (役員と同居人が言っている言葉

です)金 融機関が債権回収の為管理を行つた上での賃貸借と言う事ですが、

不同沈下の結果本部も分解し続けていて、土間も割れて沈下し続けて非常に

危険な状態なのです。

「お金を取つて貸せる建物では無いのです、金融業事業者が債権回収のみ見

てここまで危険極まりない建物と承知で貸し続ける事等に強い憤りを感じ

ます」私が先日放火もされている建物ですから、消防にも通報して、可燃物

等管理を正しくさせるようにしました、消防は法イヒされているのに、可燃物、

油、塗料、シンナー、ガスボンペの管理もさせず居るからです、破壊され続

けている建物を貸す事の危険は労働基準監督署でしょうか、近隣が非常に迷

惑しますから、類焼させられたのでは」
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